口 lons&r sound, vision, sou I 


スピーカー ラックシステム 

B-06 


インターネツトによるお客様登録のお願い 


http://www.pioneer.co.jp/support/ 

このたびは弊社製品をお買い上げいただき、まことにありびとうございました。 
弊社では、お買い上げいただいたお客様に「お客様登録」をお願いしています。 
上記アドレスからご登録いただくと、ご使用の製品についての重要なお知らせな 
どをお届けいたします。なお上記アドレスは、困ったときのよくある質問や各種 
お問い合わせ先の案内、カタ□グや取扱説明書の閲覧など、お客様のお役に立て 
るサービスの提供を目的としたページです。 


取扱説明書 





このたびはパイオニア製品をお買い巧めいたださあ 
りびとラございました。 

♦お使いになる前に、正しく安全にお使いいただくため、 
「安全上のごを意」を必ずお読みください。 

♦本製品の機能を十分に発揮させてお使いいただくため 
に、この取扱説明書を最後までお読みください。 

• お読みになった後は、大切に保管してください。 

本製品はノ（イオニアのプラズマテレビや薄型テレビを設置 
すると同時に、内蔵のスピーカーで簡単にホームシアター 
び楽しめるよラにしたスピーカーラックシステムです。 


※テレビは別売品です 



安全上のごま意(絵表示について) 


この取扱説明書および製品への表示は、製品を安全に正しくお使いいた 
だき、あなたや他の人々へのを書や財産への損書を未然に防止するため 
に、いろいろな絵表示をしています。その表示と意味は次のようになっ 
ています。内容をよく理解してか5本艾をお読みください。 

A 警告 

この表示を無視して、誤った取0扱いをずると、人び死亡または重傷を 
負ラ可能性び想定される内容を示しています。 


A 注意 

この表示を無視して、誤った取0扱いをすると、人が損害を負ラ可能性 
び想定される内容および物的損害のみの発生び想定される内容を示して 
います。 


絵表示の例 


A 


記号はま意(警告を含む)しなければならない内容である 
ことを示しています。 


〇 


&記号は禁止（やってはいけないこと）を示しています。 
雜記号は行動を強制したり指おする内容をおしています。 


ごほ用の前に 


Q このスピーカーシステムの公称イン ピー ダンスは、目が です。 負荷イ 
ンピーダンスび4〜1目£2のステレオアンプ（スピーカー出力端子に 
4〜1目£2の表示びあるわの）へ接続してお使いください。 

♦ 振動板は、外力により強い衝撃を与えますと破損することがありま 
ず。振動板には手を触れないでください。 

A スピーカーを過大入力による破損から守るため下記のミ主意事項をお 
守0 ください。 

• 許容入力];(上の入力をいれない。 

• 本機を含む AV 機器をアンプへ接続するときはアンプの電源を日 FF に 
する。 

• グラフィックイコライヴーで高音を大幅に増強する場合、音量を上げ 
過ぎない。 

• 小出カアンプで無理に大をな音を出さない（アンプの高調波歪び増 
え、スピーカーを破損することびある）。 


A 注意 


設置 


〇 

禁止 



禁止 


♦ ぐらついた台の上や傾いたところなど不安定な場所に置か 
ないでください。落ちた0、倒れたりしてけびの原因とな 
ることびお0ます。 

■ テレビ、才ーディオ機器等に本機を接続する場含は、香々 
の機器の取扱説明書をよく読み、電源を切り、説明に従つ 
て接続してください。また、接続は指定のコードを使用し 
て < ださい。 

• 本機の上にテレビやオーディオ機器を乗せたまま移動しな 
いでください。倒れたり、落下してけがの原因となること 
びあ0ます。 

■ 直射曰光び当たる場所など異常に温度び高くなる場所に置 
かないでください。火災の原因となることびあります。 


使用方法 

♦ 長時間音び歪んだ状態で使わないで<ださい。スピーカー 
^ び発熱し、火災の原因となることがあ0ます。 

0 ♦本機に乗ったり、ぶ5下がったりしないでくださし、特に 
お子様はごを意ください。倒れたり、こわれた0してけが 
の原因になることびあります。 







注意 

• 各機器は左ちの放熱孔をふさぐこ 
とのないよラに設置してくださ 
し、。またメディアレシーバーや 
AV アンプなど発熱量のをい機器 
の上部は已 0 mm じ(上開けて設置 
してください。 

ビデオデッキによっては、ラック 


メディアレシーバー、 DVD レコーダー、 CATV セットトップボックス、ビデオデッキ等の配置は下図を参考にし 


スピーカーラックシステム（本機)、プラズマテレビ、メディアレシーパー等の設置は次の手順で 
行ってください。 


転倒防止用固定ネジ X 2 
( M 已 X 3已 mm ) 


■ケーブルバインダー X 己 










ご相談窓口 -修理窓口のご案内 

保証書 

取扱説明書 


付属品を確認してください。 


の上段に入れるとビデオ再生時に 
プラズマテレビの画面にノイズび 
入る場合びあります。その場合 
は、ビデオデッキを下段に入れて 
ください。 


さ機器の接続方法については、それぞれの取扱説明書と設置説明書を参照してください。 




fl メディアレシーパーをラックに入れる 

- si 


メディアレシーノ（一をラックに入れます。 


てください。（機器の配置は左ち逆でちかまいません) 



メディア レシーパー 


DVD レコーダー 


1 


ビデオデッキ 


CATV 

七ットトップボックス 



メディア レシーバー 


3 













2 他の巧技 ( DVD レコーダー、ビデオデッキ等）をラックに入れる 


前ぺージの「メディアレシーバー、 DVD レコーダー、 CATV セットトップボックス、ビデオデッキ等の並べ 
かた」を参照してください。 


3プラズ7テレビをラックにのちる 




天板の中央部にプラズマテレビをのせます。 

その際、プラズマテレビの台座び天板か日はみ出 
さないよラにのせてください。 


プラズマテレビは重いので、設置するときは必 
ず2人 iU 上で行つてください。 

台座び天板からはみ出していると、製品び落ち 
たり倒れたりして、破損やけびの原因となりま 
す。 


A 


台座びラックか日はみ出すと、破損や転倒など思わめ事故の原因となります。 
回転させる時は、周囲の壁や物にを意してゆつ<り動かして<ださい。 



A はみ出すと危険です。 


拓卸巧让 



4 











前面のグ U ルネットを取り外すことびでさます。グ U ルネットを着 
脱するときは、じ(下のよラに行ってください。 

1グリルネットの片方の端を手前に軽く引っ張り、グリルネット 
の片方をがします。 

2もう一方の端を手前に軽く引っぱり、グリルネットの両端を外 
します。 

グリルネットの中央付おを両手で持って、手前に引っ張り、グリルネット全体を外します。 
取り付けるときは、グリルネットの四隅にあるち起部を本体の穴部に合わせて、巧し込みます。 



中央付おにあるち起部あたりを f 甲し込んではめます。 


アンブとの接続 


接続するにあたって、本機にはスピーカーコードは付属し 
ておりませんので、別途ご用意<ださい。 

1接続ずるアンプの電源をオフにしまず。 


2本機後面の入力端子とアンプのスピーカー出力端子を 
スピーカー コー ドで接続します。 

注)端子はアンプの注)端テに、©端テはアンプの©端モ 
にそれぞれつなざます。 


①被覆をはびして先端をまとめる。 



②ネジをゆるめ、コードを巧に差し込んでか日ネジを 



♦端子に接続した後、コードを軽く引いて、コードの先端 
び端テへ確実に接続されていることを確認してくださ 
し、。接続び不完全だと音びとざれたり、雑音のでる原因 
となります。 

• コードのお線びはみ出して、お線どラしびふれたりする 
とステレオアンプに過大な負荷び加わって動作び停止し 
たり、故障することびあります。 

♦アンプと接続したとさ、スピーカーシステム(左ちどち 
日かの)極性(©、台)を間違って接続すると、正常なス 
テレオ効果を得ることびでさません。 

♦本機を AV アンプと接続して、フ□ントスピーカーとし 
て接続する時は、アンプのスピーカー設定を「スモール」 
に設定してください。 


アンプ内蔵サブウーファーと接続する場合 



AV アンプと接続する場合 



已 









センタースピーカーを使用する場を u ケーブルバインダーの使いかた 


センタースピーカーをラックの中に入れて使用することび付属のケーブルバインダーを使用して、ケーブル類をまと 
でさます。なお、センタースピーカー収納部の寸法は、幅めてください。ケーブルバインダーには両面テープびつい 
340 X 高さ] 04 X 奥行]]].已 （ mm ) です。 ています。本機後面の適当な位置に貼り付けて使用してく 



3スピーカーコードを前面か日引き出して、センタース サ j ブだ興- 

ピー カーに接続します。 


4 センタースピーカーをセンタースピーカー収納 部に置 
き、グリル ネットを 取り付けます。 



キヤビネツトのお手入れ 


本機は表面保護のためのピアノ用ク I 」ーナーを塗布して 
います。開封時に表面びくすんだりムラになって見える 
場合びあります。その際は柔日かい布で一度全体を水拭 
さし、その後乾いた布で拭いてください。 

お手入れの際は市販されているピアノ用ク U —ナー(鏡 
面ツヤ出し用）をご使用ください。 

アルコール、シンナー、ベンジン、殺虫剤などび付着す 
ると塗装び変色することびありますのでごミ主意くださ 
し、。また、化学ぞラきん等をお使いの場合は化学ぞラき 
ん等に付属のを意事項をよくお読みください。 



音のエチケッ 

楽しい音楽ち時と場所によっては気になるちのです。隣 
近所への思いやりを十分にいたしましょラ。ステレオの 
音量は貴方のむびけ次第で大さくちルさくちなります。 
とくに静かな夜間にはルさな音でち通りやすいちので 
す。夜間の音楽鑑質などには特に気を配りましょう。近 
所への音び漏れないよラに窓を閉め、お互いにむを配 
り、快い生ミ舌環境を守りましょラ。 


ち 











積載制版 


積載総質量 

100 k 吕 L ソ下 


天板の上 

己 Okg じ(下 

ミ 主意 

地板の上 

2 Ok 旨 L ソ下 

♦ 左記制限を超えて積載しますと、破損や転倒等の危険びあ 0 ます。必 

棚板の上 

2 Ok 旨 L ソ下 

ず制限内で使用してくださし、。 

積上げ高さ（天板の上か日） 

90 cm L ソ下 




単位 [ mm ] 





• MDF ポ U エステル塗装仕上 
• 上下2段収納棚 

•寸法：1410 (幅） X 480 (高さ） X 4已〇澳行 ） mm 
• 質量： 48 k 旨 


スピーカー部 

あ式 . 

スピーカー構成 . 

ウーファー . 

ミッド/トゥイーター 
公称インピーダンス.. 

再生周波数帯域 . 

出力音圧レベル . 

許容入力 

最大入力 (J 曰 TA)....... 


密閉型防磁設計 (J 曰 TA) 

. 2ウェイで式 

.8.7 cm コーン型 

.2.6 cm ドーム型 

. 6 n 

. 9己〜20,000 Hz 

. 83服 

. 60 W 


保証期間中（一年間）、および保証期間経過媛の修理についてはお買 
し、上げの販売ち、または最寄りの当社ヴービスステーションにご相談 
<ださい。所在地、電話番号は別添の「ご相談窓□•修理窓□のご票 
内」をご覧ください。なお、本機の補修巧性能部品の*保有期間* 
は、製造巧切撥8年間です。 

* この期間とは通商産業省の指導によるちので、補修用性能部品とは 
本磯の性能を維持するために必要な部品です。 


• 上記の仕様および外観は改良のため予告なく変更することがあ0ま 
す。 

ごを意 

防磁設計 (J 曰 TA) ですのでブラウン管使巧のテレビやモニターと組をわ 
せても色む5び起こ0にく<なっています。まれに設置のしかたによっ 
ては色む5を生じる場合びあ0ます。その場合は一度テレビの電源を切 
り、1己〜3日分後再びスイッチを入れてください。その後も色む5が残 
るよラでした5、テレビの位置を変えてみてください。 



































ご相談窓 □ -修理窓□のご案内 


パイオニア商品の修巧■お取り扱い（取り付け■組み合わせなど）については、 お買いポめの販売店様 へ 
卜問し、*■^わせくド' ち,、 

なお、修理をご依頼される場合は、取扱説明書の『故障かな？と思ったら J を一度ご覧になり、故障かどうかご 
確認ください。それでも正常に動作しない場合は、①型名③ご購入日③故障症状を具体的に、ご連絡ください。 
•パイオニアホームぺージ ：お客様サポート http :// www . pioneer . co . jp / support / index.html 

(商品についてよくあるお問い合わせ-カタ□グの請求-メールマガジン登録のご案内など） 

<下記窓□へのお問い合わせの時のごを意>市外局番「0070」で始まる y フリ-フォン及び「0120」で始まる^フリ-夕'イヤルは、 PHS 、 携帯電話などからは、ご使用になれません。 
また、【一般電話】は、携帯電話 - PHS などからご利巧可能ですが、通話料がかかります。 


商品のご購入や取り扱いについてのごネ目談窓口 


カスタマーサポートセンター(全国共通フリーフオン） 




受付月曜〜金曜9 : 3 0〜17 : 0 0、±曜■日曜•祝日9:30〜12:00、13:00〜1 

7:00 

(弊社休業日は除く） 


♦家庭用オーディオ/ビジュアル商品のご相談窓□およびカタログのご請求窓 □ 


0070 -800-8 

1 8 1-22 

一般電話 

[一般電話】 

03-5496-29 

8 6 

参ファックス受付 


03-3490-57 

18 


部品のご購入についてのご相談窓 □ 

♦部品（付属品、リモコン、取扱説明書など）のご購入については、部品受注七ンターへお問い合わせください。 


部品受ま七ンター 






受付月曜〜金曜9 

: 3 0〜18 : 0 0、 

±曜•日曜-祝日 

9 : 3 0〜1 

2:00、 

13:00-17:00 (興社休業日は除く） 


電話（フり-グイヤル） 

画 01 2 0- 

5-810 

9 5 

ファックス（フトグイヤル）函 01 2 0 - 5 - 81 0 9 6 


一般電話 

0 己 3 8 - 

4 3-11 

61 



修理についてのご相談窓 □ 

♦お買い求めの販売店に修理の依頼が出来ない場合は、 修理受付七ンター へ(沖縄の方は、沖縄サービスステーシヨンへ） 

修理受付七ンター（沖縄県を除くを国） 

受付月曜〜金曜9:30〜19:00、±曜•日曜•祝日9:30〜12:00、 13:00-18:00 (興社休業日は除く） 

電話（フリ-グイヤル）函 01 2 0 - 5 - 81 028 ファックス（フり-グイヤル）函 01 2 0 - 5 - 81 0 2 9 
—敝電話 03-5496-2023 

沖縄 サー ビス ステーシヨ ン（沖縄県のみ） 

受付月曜〜金曜9 : 3 0〜18 : 0 0 (±曜•日曜•初:日•弊社休業日は除く） 

—敝電話 098-879-1910 ファックス 0 日 8 — 87 9 — 1 3 5 2 

VOL.01 3 
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